
 

 

 

「国内における ESD の理論と実践の変容動向に関する調査研究 WG」設置について 

 

 

１．目的 

 

1992 年の国連環境開発会議（リオデジャネイロ）から 30年以上、2002 年の持続可能な開発

に関する世界首脳会議（ヨハネスブルグ サミット）から 20 年以上が経過し、ESD に関する実

践や理論については、ある程度の蓄積が見られるようになった。 

その間国内においては、教育振興基本計画の改訂や学習指導要領の改訂に伴い、持続可能な

社会の創り手の育成が教育の中核的な目的として位置付けられるなど、ESD をとりまく環境は変

化し続けている。また、温暖化や生物多様性の喪失がますます深刻化するに加え、戦争や紛

争、気候変動による災害など新たな課題も頻発するようになってきた。ESD をとりまく環境や地

球規模の諸課題が、常に動態的であることが強く認識させられる。国内におけるこれまでの ESD

の理論と実践に関する蓄積も決して一様ではなく、多くの実践者・研究者の創意工夫によって

創り上げられてきた。 

ポスト SDGs における ESD の在り方を模索し、既存／未知の地球的諸課題に教育の側面から取

り組んでいくためにも、まず国内における ESD 実践・理論に関する蓄積を整理し、これまでの

ESD の実践と研究の大局を概観し、これまでどのような方向性をもって取組がなされてきたのか

を調査することには意義がある。そこで、本 WGでは、国内における ESD の理論と実践の変容動

向を調査する。 

 

 

２．研究の構想 

 

【WG 参加者】 

共同研究者（若干名）を募り、分担して研究を行う。要件は以下の通りとする。 

・今後の ESD を担う意欲のある 40代以下の若手研究者・実践者 

・日本 ESD 学会 会員であること 

・WG への参加を希望される方は、12 月 25 日までに下記連絡先・研究代表者（松井または河

野）まで、ご連絡ください。 

 

【調査内容案】 

・国内においてこれまで ESD に取り組んできた研究者・実践者へのインタビュー調査を行い、

国内における ESD の動向をさぐる。 

・インタビュー調査からは、これまでの ESD の大局だけでなく、地域性・取り扱うテーマ・実

施主体・研修機能など個別のテーマが浮かび上がることが予想される。これら個別のテーマに

ついてもサブテーマとして位置づけ、調査を実施する。 

 



 

 

【研究計画】  

2025 年度～2027 年度までの 3年半とする。 

2025 年度 ・共同研究者の募集、研究構想の共有 

 ・ESD 研究者・実践者へのプレインタビュー 

2026 年度 ・ESD 研究者・実践者へのインタビュー調査結果の整理・分析 

 ・サブテーマの洗い出し、調査 

2027 年度 ・ESD 研究者・実践者へのインタビュー調査結果のまとめ 

 ・サブテーマに関する調査結果の整理・分析、まとめ 

 

 

３．連絡先・研究代表者 

 

松井 晋作（桐蔭横浜大学 現代教養学環 准教授） 

携 帯：090-4670-1270 

メール s.matsui@toin.ac.jp 

河野 晋也（奈良教育大学 教育連携講座、ESD・SDGs センター 准教授） 

研究室：0742-27-9159 

メール：kono.shinya.7e@cc.nara-edu.ac.jp 

 

 

 


